
 

                    春季大会諸注意 

 

  

１．アドバイザーは，今大会の申込書に書かれてある監督・コーチ・選手しか、アドバイスはで
きません。また、男子選手のベンチに女子選手及び応援者は入れません。逆に女子選手のベン
チに男子選手及び応援者は入れません。 

２．学校対抗で３番のダブルスのペアは１番・２番のシングルスに出場した選手同士で組むこと
ができないのでオーダーを組む時は、間違いのないように注意して下さい。 

学校対抗の１・２回戦（初戦のみ）の試合で勝敗が決定した時に，４・５番の選手の試合が

できなかった場合は１ゲームだけ試合ができます。 

 

３．試合について 

① タイムテーブルをよく見て，時間とコートを確認し，５分前に準備するように心掛けてくだ

さい。また、進行の都合上、予定コートや開始を変更することがあるので、放送をよく聞い

ておいて下さい。 

② 試合終了後は卓球台をティッシュで空拭きし，使用したティッシュは机の横のビニール袋に

入れ，次に消毒液の入ったスプレーで椅子を消毒して下さい。 

それから、試合球をステージに持ってきて，消毒箱に入れて下さい。 

③ ダブルス・シングルスの試合の前はステージ向かって男子は左側・女子は右側に対戦表とボ

ールを取りにきて、終了後は対戦表をステージの記録係の先生へ渡して下さい。 

④ 雑巾の使用については，各ゲーム間の１分以内の休憩のみベンチでの使用のみとします。そ

の際、床に直接雑巾を置かないで、水分を通さないビニールシートなどを使用して下さい。 

⑤ コロナ感染対策の点から試合以外は必ずマスクを着用して下さい。また、応援をする時は大
きな声を出さないようにしてください。 

 

４．ラケット・ラバーについて 

ゲーム中にラケットを破損した場合は，スペアラケットか競技領域内で手渡されたラケット
ですぐプレーすること。 

外国製のラケットやラバーでＪＴＴＡＡのマークがないものを使用する場合は，あらかじめ
審判長の許可を受けること。 

試合中のインターバルの間（休憩時間を含む）には，ラケットはテーブルの上に置くこと。 

５．審判は，相互審判制，および敗者審制で行います。 

６．競技の進行についての抗議は一切無効とする。 

 

 詳細については、プログラムの競技上の注意を熟知しておいて下さい。よろしくお願いします。   


